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研究成果の概要（和文）：従来の学術の影響度指標は、主に英語論文に基づいて生成されたデータで測定してい
た。例えば、The Times Higher Education World University Rankingsは、英語論文に基づくデータベースで決
定した。本研究では、日本に設置された研究機関に所属する研究者が執筆した論文を「日本論文」と定義し、
「日本論文」を用いて補正した影響度指標を開発した。従来の指標との差異を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Conventional academic impact indicators were measured mainly with data 
generated based on English papers. For example, The Times Higher Education World University Rankings
 was determined by traditional indicators based on a citation database with English journal 
articles. We defined a paper written by a researcher belonging to an institution established in 
Japan as "Japanese Article" and developed influence indicators corrected by using "Japanese
Article". The developed indicators clarified the difference from traditional indicators.

研究分野：図書館情報学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
2012年 10月 3日、イギリスの高等教育専
門誌タイムズハイヤーエデュケーション
(THE: Times Higher Education)が、THE 世
界大学ランキング 2012(WUR2012: World 
University Rankings 2012-2013)を発表した。
同誌によれば、東京大学が 30位から 27位へ、
京都大学が 52位から 54位へ、東京工業大学
が 108位から 128位へ、大阪大学が 119位か
ら 147 位へ、東北大学が 120 位から 137 位
へ、低迷する一方で、シンガポール国立大学
が 40 位から 29 位へ、清華大学・中国が 71
位から 51位へ、ソウル大学が 124位から 59
位へ、大きく躍進した。同ランキングは教育
度(Teaching: 30%)、研究度(Research: 30%)、
研 究 影 響 度 (Citations: 30%) 、 国 際 度
(International outlook: 2.5%)、産業界からの
資金度(Industry income: 7.5%)の 5指標を加
重評価し、順位が決定される。研究度と研究
影響度は、特定の学術雑誌に掲載された査読
論文数、及び、その被引用数に基づく。とこ
ろが、国立研究所や大学等の高等教育研究機
関は、これらの査読論文を含め膨大な量の資
料や文献、論文を生産しており内容も多様で
ある。同指標では研究機関の一側面を評価し
ているに過ぎず、多様な研究を評価すること
が重要な課題である。 
 
２．研究の目的 
評価の対象範囲を研究機関で生産される文
献や資料に広げ、多様な研究度と研究影響度
を明らかにするために、オープンアクセス
(OA: Open Access)に注目する。OAはウェブ
(Web)を経由して研究成果を誰でも無料で自
由に閲覧や入手ができるので、世界中の広範
囲な研究に影響を強く及ぼす。OA には出版
社が提供するゴールド オープンアクセス
(Gold OA)と著者自身が提供するグリーン 
オープンアクセス (GreenOA)がある。
GreenOA には、資金提供財団等（米国国立
衛生研究所、ウェルカム財団、英国研究会議
等）が公開を義務付けるアーカイブサイト
（PubMed Central、UK PubMed Central
等）、及び、高等教育研究機関が設置するリポ
ジトリ(IR: Institutional Repository)がある。 
本研究の目的は、日本に設置されている高
等教育研究機関に所属した研究者が生産した
論文を日本論文と定義し、OA に蓄積された
日本論文で補正した研究度と研究影響度を測
定し、既存ランキングとの差異を明らかにす
ることである。 
 
３．研究の方法 
(1)調査対象機関 
本研究では、THE WUR2018 に示された

1000 のうち上位 200 を評価の対象機関とし
た。同ランキングの Research と Citations
は、エルゼビア(Elsevier)が提供する抄録・引
用文献データベースであるスコーパス
(Scopus)に基づく。 

(2)調査対象の IR 
IRには、学術雑誌や紀要に掲載された論文、
学位論文、会議発表論文、会議発表資料、図
書、テクニカルレポート、研究報告書、一般
雑誌記事、プレプリント、教材、データ・デ
ータベース、ソフトウェア等、研究者によっ
て生産された多様な研究成果が蓄積されてい
る。IRの所在は日本の機関であれば国立情報
学研究所が運営する JAIRO、海外の機関であ
れば英国のノッティンガム大学(University 
of Nottingham)が運営する The Directory of 
Open Access Repositories (OpenDOAR)、及
び、Open Access Repository Mandates and 
Policies (ROARMAP)で、登録がない場合は
Web検索エンジンで調査した。 
(3)新指標の開発 
研究度、及び、研究影響度に代わる指標を
開発し、性能と特性について検討する。指標
値の分布は、特定の範囲に集中して他の範囲
がない分布場合よりも、全範囲にわたり均等
分布、若しくは正規分布となることが望まし
い。この属性を指標の性能と考える。新指標
の代替効果は既存の指標と相関が高過ぎると
低くなり、無相関であると代替えでなく別の
特性を測定する指標となる。よって、代替指
標であるためには、弱い相関を示すことが望
ましい。この属性を指標の特性と考える。指
標の性能と特性を検討・考察する。 
①多様な研究度(DR: Diversity Research) 

Research を代替する研究機関の多様な研
究度を測定する指標を検討する。Research
は特定の学術雑誌に採録された論文だけを収
録した Scopus に基づいているが、新指標で
は広範囲な研究成果を対象とするため、多様
な研究成果が公開されている IR の蓄積件数
とする。研究成果の件数は機関に所属する研
究員数の規模に影響を受けるため、フルタイ
ム当量(FTE: Full-Time Equivalent)で除し、
FTE当たり件数(I/F: Items per FTE)とした。
また、IRの蓄積件数(IRI: IR Items)でみると、
多量に蓄積する少数の機関と少量に蓄積する
多数の機関からなる。よって、I/F が線形近
似と決定係数が高くなるように 10 を底とす
る常用対数で変換した正規化機関リポジトリ
量(NIR: Normalization IR)の最大値で除し、
100 倍した。I/F に一律 1 を加算したのは、
対数の零エラーを回避するためである。機関
iの多様な研究度(DR: Diversity Research)を
式 1で示す。 
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図 1 は I/F と DR の降順である。I/F の数
線形近似決定係数(R2)は、0.5153だが、常用
対数で正規化(NIR 及び DR)すると 0.944 に



上昇する。頻度は 0-10が最多となり、20-60
の 4 区間が前後 20 均等となる。指標値は全
範囲に分布し、DR(0-10)を中心とした正規分
布に近く、広範囲に分布し識別性能が高い。 

 
図 1 DR頻度 

②多様な研究への影響度 (DI: Diversity 
research Impact) 

Citations を代替する機関の多様な研究へ
の影響度を測定する指標を検討する。同指標
は AO論文が受けた引用数と定義し、オルト
メトリクス(Altmetrics)のために開発された
インパクトストーリー(ImpactStory)で調査
した。ImpactStory は、クラリベイト アナ
リティクス(Clarivate Analytics)が提供する
ウェブ オブ サイエンス(Web of Science)の
自然科学引用索引データベース (SCIE: 
Science Citation Index Expanded)に基づい
た。OAの一論文当たり被引用数(OAC/OAA)
を、最大値で除し、100 倍した。機関 i の多
様な研究への影響度(DI: Diversity research 
Impact)を式 2で示す。 
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図 2は OA、図 3は GreenOAに基づいた

DIを降順に示した。2つの指標とも、線形近
似の R2 は 0.8878、0.8592 と高い。頻度は
DI(OA)が 60-70、DI(green)が 20-30 を中心
とした正規分布に近く、広範囲に分布し識別
性能が高い。 

 
図 2 DI(OA)頻度 

図 3 DI(green)頻度 

 
４．研究成果 

THE WUR2018の上位 200について、新
たに開発した指標の特性を考察する。 
(1)多様な研究度(DR)との相関 
図 4は THE WUR2018のResearchとDR
との分布である。相関係数(R)は 0.1292、R2

は 0.0167 で弱い正の相関がある。よって、
DR は Research と類似した傾向の特性を備
え、かつ、異なる指標と考えられ代替効果が
高い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 4 Researchと DRの相関 
(2)多様な研究への影響度(DI)との相関 
図 5と図 6はTHE WUR2018のCitations
と DI(OA)及び DI(green)との分布である。
DI(OA)の R は 0.6039、R2は 0.3647 で正の
強い相関があり、DI(green)の Rは 0.1334、
R2は0.0178で弱い正の相関がある。よって、
DI(OA)はCitationsとの相関が強く代替効果
が低い。一方、DI(green)は Citationsと類似
した傾向の特性を備え、かつ、異なる指標と
考えられ代替効果が高い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 5 Citationsと DI(OA)の相関 
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図 6  Citationsと DI(Green)の相関 
(3)補正した指標の加重 

OAで補正した指標を考察する。Research: 
30%は、同僚評価(Reputation survey: 18%)、
研究収入力(Research income: 6%)、研究生産
力(Research productivity :6%)からなる。DR
は OA の生産力を測定する指標なので、
Research productivity の代替する指標と考
える。よって、DRは Research productivity
の重み 6%を配分し、差分 24%は、Research
の重みとして引き継ぐ。Citations は、全て
被引用数なので、DIは OAの被引用量を測定
する指標なので、重み 30%を引き継ぐ。 
Reputation survey 18%  

Research 24% 
Research income 6%  
Research productivity 6%  DR 6% 

Citations 30%  DI 30% 

補正指標の構成と重みの配分は、Teaching 
30%、Research 24%、DR 6%、DI 30%、
International outlook 2.5% 、 Industry 
income 7.5%で計 100%とする。 
(4)補正指標値低下の傾向 

WUR2018 は 1000 までの順位決定に対応
した指標である。よって、上位 200は自ずと
指標値の高い集団である。これに対して、本
補正指標は 200 の全体に指標値を分散させ、
順位決定した指標である。よって、本補正指
標値は、WUR2018の指標値より、低い値を
示す傾向がある。 
(5)補正の対応 
補正指標は機関が生産してリポジトリやア
ーカイブに蓄積された資料や文献に基づく。
日本の機関であれば日本論文、中国の機関で
あれば中国論文、韓国であれば韓国論文であ
る。学術成果を英語以外に母国語でも記述す
ることがある国においては、対応した指標で
ある。 
(6-1)補正指標による順位変動（上位 20） 

WUR2018では 20位以下が OA補正で 20
位以上となったのは、U Michigan（21位→18
位）、NU Singapore（22 位→20 位）の 2、
同様にGreenOA補正では、Heidelberg U（45
位→8位）、U Hong Kong（40位→11位）、
NU Singapore（22位→12位）、U Melbourne
（32位→13位）、Wageningen UR（64位→15
位）、U Edinburgh（27位→17位）の 6であ
った。 
(6-2)補正指標による順位変動（日本論文） 

東京大学と京都大学について、OA 補正及
び、GreenOA 補正の指標値と順位を表 1 に
示す。東京大学は、WUR2018 では 46 位で
あるが、OAで補正をした場合、6上昇し 40
位に、GreenOAで補正した場合、更に 18上
昇し 22位となる。同様に、京都大学は 74位
から 22上昇し 52位へ、更に 2上昇し 50位
へと順位を上げる。日本論文で補正した場合、
日本の大学の順位は上昇することが明らかに
なった。 
表 1 大学ランキングと補正指標による順位と評価値 
順位 WUR2018 OA補正 GreenOA補正 

1 U Oxford     94.3  MIT         90.4  U Oxford    76.0  

2 U Cambridge 93.2  U Oxford     86.1  U Cambridge 75.1  

3 Caltech      93.0 Caltech      85.7 Imperial CL 70.6 

664 Stanford U   93.0 Princeton U  85.4 MIT         69.7 

5 MIT         92.5 U Cambridge 84.7 Caltech      69.3 

6 Harvard U   91.8 Stanford U   83.4 Princeton U  67.9 

7 Princeton U  91.1 Harvard U   82.1 UC London   67.8 

8 Imperial CL  89.2 Imperial CL  80.4 Heidelberg U 66.46 

9 U Chicago    88.6 ETH         80.3 Stanford U   65.6 

10 ETH         87.7 Yale U       79.0 Harvard U   65.4 

11 U Pennsylvania87.7 U Chicago    77.3 U Hong Kong 63.6 

12 Yale U        87.6 U Pennsylvania76.7 NU Singapore 63.5 

13 JHU         86.5 JHU          76.3 U Melbourne 62.4 

14 Columbia U  86.0 UC London    75.8 ETH         62.2 

15 UCLA        85.7 Columbia U   75.6 Wageningen UR61.3 

16 UC London   85.3 Cornell U     74.0 Yale U       61.2 

17 Duke U      85.1 Duke U       73.7 U Edinburgh 61.2 

18 UC Berkeley  84.3 U Michigan   71.9 JHU         61.1 

19 Cornell U     84.2 UC Berkeley  71.9 U Pennsylvania60.7 

20 Northwestern U83.3 NU Singapore 71.4 Cornell U     60.2 

… … … … 

22 … … U Tokyo     60.0 

40 … U Tokyo     63.7 … 

46 U Tokyo     72.2 … … 

50 … … Kyoto U     52.8 

52 … Kyoto U     61.1 … 

74 Kyoto U     64.9 … … 

… … … … 

 
(7)発表した研究成果 
5 年間の研究を通じて、論文 5 件、国内外
の学会会議 9件、図書 1件を発表した。 
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